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泥泥泥泥 く さ く て もく さ く て もく さ く て もく さ く て も 誠 実誠 実誠 実誠 実 にににに    
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～佐賀銀行のプロフィール～

会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要 経営理念経営理念経営理念経営理念経営理念経営理念経営理念経営理念

私私私私どもどもどもども佐賀銀行佐賀銀行佐賀銀行佐賀銀行はははは「「「「地域密着地域密着地域密着地域密着とととと健全経営健全経営健全経営健全経営」」」」にににに徹徹徹徹しししし、、、、

地元金融機関地元金融機関地元金融機関地元金融機関としてとしてとしてとして良質良質良質良質なななな金融金融金融金融サービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供しししし業業業業

務務務務をををを通通通通じてじてじてじて地域社会地域社会地域社会地域社会のののの発展発展発展発展にににに奉仕奉仕奉仕奉仕しますしますしますします。。。。

当行本店

（平成24年3月末現在）

創業 ： １８８２年（明治１５年）３月

創立 ： １９５５年（昭和３０年）７月

資本金 ： １６０億円

本店所在地 ： 佐賀市唐人ニ丁目７番２０号

店舗数 ： １００か店

佐賀県内58か店、福岡県内37か店

長崎県内４か店、東京都内１か店

上記のほか店舗外ＡＴＭ９４か所

従業員数 ： １，４４３名

（うち営業店行員　佐賀県内618名、福岡県内385名）

総資産 ： ２兆６０８億円（単体ベース）

預金等残高 ： １兆９，０６１億円

貸出金残高 ： １兆２，２５８億円

外部格付 ： ㈱格付投資情報センター　「Ａ-」
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Ⅰ 平成２３年度決算の概要

１．平成23年度損益の状況

２．貸出金平残・利収 地域別・四半期別前年比

３．有価証券の状況

４．自己資本比率・TierⅠ比率の推移

５．不良債権比率の推移

６．与信リスクの分散

７．金融円滑化法の影響と出口戦略について

８．統合的リスク管理

・・・ ５

・・・ ６

・・・ ８

・・・ ９

・・・１０

・・・１１

・・・１２

・・・１３
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前年比

業務粗利益 （除く債券5勘定尻） 1 32,248 32,243 △ 5

　　　〃　　     （含む　　　〃 　  ） 2 33,943 32,966 △ 977

資金利益 3 28,787 27,937 △ 850 　　　貸出金平残　

資金運用収益 4 30,771 29,367 △ 1,404 　　　　（佐賀・長崎）

貸出金利息 5 23,618 22,157 △ 1,461 △ 6.1% 　　　　（福岡）

　　　貸出金利回り　

有価証券利息配当金 6 6,915 6,976 ＋61 ＋0.8% 　　　有価証券平残　

  　　 　  〃     利回り　

その他 7 237 234 △ 3

資金調達費用 8 1,984 1,429 △ 555 △ 27.9% 　　　預金等平残　

預金等利息 9 1,652 1,112 △ 540   　　 　  〃   利回り　

その他 10 332 317 △ 15 　預貸金利鞘

役務取引等利益 11 3,117 3,430 ＋313

役務取引等収益 12 6,200 6,370 ＋170 ＋2.7%

13 3,082 2,939 △ 143

債券5勘定尻 14 1,695 722 △ 973

その他の業務利益 15 343 875 ＋532

経費 16 24,719 24,233 △ 486

コア業務純益 （除く債券5勘定尻） 17 7,528 8,009 ＋481

　　　　〃　　　  （含む　　　〃　 　　） 18 9,223 8,732 △ 491

クレジットコスト 19 1,149 674 △ 475

一般貸倒引当金繰入額 20 △ 1,182 △ 2,556 △ 1,374

21 2,038 3,182 ＋1,144

債権売却損等 22 293 48 △ 245

その他の臨時損益 23 △ 853 △ 801 ＋52

経常利益 24 7,220 7,255 ＋35

特別損益 25 △ 2,101 △ 263 ＋1,838

税引前当期純利益 26 5,119 6,991 ＋1,872

法人税等・法人税等調整額 27 2,458 4,286 ＋1,828

当期純利益 28 2,660 2,704 ＋44

平成23年度

備　　　　　　　　　　　　　　考

　減損損失　前年比△1,702

番号
平成22年度項　　　　　　　　　　　目

個別     〃          〃

　法人税率変更に伴う取崩　1,007

　株式等償却　前年比△115

　 　〃　　　費用

クレジットコスト

貸 出 金 平 残

=

投資信託関係　前年比△1

生命保険関係　前年比+214

人件費　前年比 △248 物件費　前年比 △205

0.546% 0.495% （前年比△0.051%ポイント）

0.05%（昨年比△0.04%ポイント）

+0.3%

△1.6%

+2.4%

△9.6%

△6.4%

+11.6%

△34.0%

+1.5%

3+11+15

3+11+14+15

4-8

12-13

1-16

2-16

20+21+22

18-19+23

24+25

26-27

１．平成23年度損益の状況

※単位は百万円、百万円未満は切り捨てて表示しております。

★

★

★

資金利益資金利益資金利益資金利益はははは前年前年前年前年をををを下回下回下回下回るもるもるもるも、、、、役務取引等利益役務取引等利益役務取引等利益役務取引等利益のののの増加増加増加増加、、、、経費経費経費経費のののの減少減少減少減少、、、、資金利益資金利益資金利益資金利益はははは前年前年前年前年をををを下回下回下回下回るもるもるもるも、、、、役務取引等利益役務取引等利益役務取引等利益役務取引等利益のののの増加増加増加増加、、、、経費経費経費経費のののの減少減少減少減少、、、、

クレジットコストクレジットコストクレジットコストクレジットコストのののの減少減少減少減少によりによりによりにより経常利益経常利益経常利益経常利益はははは微増微増微増微増クレジットコストクレジットコストクレジットコストクレジットコストのののの減少減少減少減少によりによりによりにより経常利益経常利益経常利益経常利益はははは微増微増微増微増

ヘッジ取引等の影響を除くと 1,184（前年比 △511）

ヘッジ取引等の影響を除くと 414（前年比 ＋71）

ヘッジ取引等の影響を除くと 7,549（前年比 ＋21）

60行平均 ＋0.8%

★★★★今中期経営計画今中期経営計画今中期経営計画今中期経営計画ではではではでは債券債券債券債券５５５５勘定尻勘定尻勘定尻勘定尻をををを含含含含んだんだんだんだ業務純益業務純益業務純益業務純益をををを重視重視重視重視

貸 出 金 平 残 ＋1.9%

貸出金利回り △ 6.1%

貸 出 金 利 息 △ 3.9%

60行平均
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4～6月期 7～9月期 10～12月期 1～3月期 4～6月期 7～9月期 10～12月期 1～3月期 1～3月期

H23年度H21年度 H22年度

10～12月期4～6月期 7～9月期

△159

△36

△16

△21

△25

△50

△56

△189 △204

△30

△68

△218

△41

△60

△144

△59

△55

△146

△62

△57

△160

△55

△140

△57

△61

△146

△46

△57

△147

△21

△65

△141

△59

△135

△13

△3

△1

△70

△12

△45 △46

△73

△13
△14

△64

△189

△40

△155

△23

△184

△26

△13

△14

△17

△215

△34

△18

△175

△52

△19

△150

△59

△16

△126

△54

△11

△111

△50

△142

△43

△8

△5

２．貸出金平残・利収 地域別・四半期別前年比

【佐賀・長崎】

（平残）

（利収）

事業性貸出金 ※正常貸出金ベース

住宅アパートローン ※管理会計ベース

消費者ローン ※平残は億円単位（億円未満は切捨）

※利収は百万円単位（百万円未満は切捨）

消費者ローンの減少幅が縮小

（具体的施策はＰ.26をご参照）
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4～6月期 7～9月期 10～12月期 1～3月期 4～6月期 7～9月期 10～12月期 1～3月期 1～3月期

H23年度H21年度 H22年度

10～12月期4～6月期 7～9月期

△122

＋1

△8

△6

△

13

△139 △154

△5

△17

△145

△8

△22

△95

＋2

△25

△75

±0

△31

△68

△10

△35

△62

△17

△32

△51

△30

△29

△49

△31

△22

△52

△33

△39

△31

△17

△12

△6

△14

＋63 ＋17

△33

△6

△8

△8

＋16

△143

△9

＋45

△111

△9

＋68

△71

△10

＋59

△29

△12

＋32

＋15

±0

△12

＋82 △22

△12

＋87 △21

△11

＋65 △11

＋48 △4

△9

△8

貸出金平残・利収 地域別・四半期別前年比（続き）

【福 岡】

（平残）

（利収）

事業性貸出金 ※正常貸出金ベース

住宅アパートローン ※管理会計ベース

消費者ローン ※平残は億円単位（億円未満は切捨）

※利収は百万円単位（百万円未満は切捨）

事業性貸出金が増加に転じる

消費者ローンの減少幅が縮小



8

326

322 334

2,789

1,322

1,298

1,274

539

277

357

369383

228

97
98

105

820

782

673

1,025

959
954

2,949

2,334

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H23/3末 H23/9末 H24/3末

1,734

1,027

591

582

971

508

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

6,185

6,266

8,038

4,370

2,014

1,743

7,177

4,457
8,779

△ 3,144

△ 4,002

△ 1,348

△ 5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1,465

1,261
1,392

3.723.723.723.72

3.253.253.253.25

3.603.603.603.60

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H23/3末 H23/9末 H24/3末

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

10BPV 平均残存期間

３．有価証券の状況

１．有価証券残高（ＢＳ計上額）

5,815

6,284

「その他」の内訳

REIT 18

その他の投資信託 344

投資事業組合 6

うちうちうちうち「「「「278278278278」」」」はははは金利金利金利金利リスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジのためののためののためののための債券債券債券債券ベアベアベアベア型投信型投信型投信型投信

２．「その他有価証券」の評価損益

13,058

13,664

※百万円未満は切り捨てて表示しております。

※変動利付国債は理論価格にて評価、ただし、Ｈ24/3末では保有する

11銘柄中1銘柄のみが理論価格による評価となっております。なお、

市場価格による評価は（）内に表示しております。

13,814

※平均残存期間は変動利付国債は0.5年として算出。

※平均残存期間および10ＢＰＶはヘッジ考慮後にて算出。

４．円建債券の平均残存期間と10BPV

百万円 年

株式

百万円

億円

※億円未満は切り捨てて表示しております。

うち

公社債
うち

公社債

うち

公社債

Ｈ23/3末 Ｈ24/3末Ｈ23/9末

株

式

債

券

（

除

く

変

国

）

変

動

利

付

国

債

その他

社債

固定利付国債

変動利付国債

地方債

外国証券

（△469）

（811）

３．円建債券の残存期間別残高（H24/3末）

※「1年以内」には変動利付債を含む。

※億円未満は切り捨てて表示しております。

単位：億円

1年以内

1年超～3年以内

3年超～5年以内

7年超～10年以内

5年超～7年以内

10年超

（1,064）

6,248
前年比＋7.4%

そ

の

他

安定的安定的安定的安定的なななな利息収入確保利息収入確保利息収入確保利息収入確保のためのためのためのため円建債券円建債券円建債券円建債券をををを中心中心中心中心にににに残高残高残高残高をををを積積積積みみみみ増増増増すすすす一方一方一方一方でででで、、、、安定的安定的安定的安定的なななな利息収入確保利息収入確保利息収入確保利息収入確保のためのためのためのため円建債券円建債券円建債券円建債券をををを中心中心中心中心にににに残高残高残高残高をををを積積積積みみみみ増増増増すすすす一方一方一方一方でででで、、、、

金利金利金利金利リスクリスクリスクリスクをををを配慮配慮配慮配慮してしてしてして債券債券債券債券ベアベアベアベア型投信型投信型投信型投信によるによるによるによるリスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジをををを強化強化強化強化金利金利金利金利リスクリスクリスクリスクをををを配慮配慮配慮配慮してしてしてして債券債券債券債券ベアベアベアベア型投信型投信型投信型投信によるによるによるによるリスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジをををを強化強化強化強化

うちうちうちうち「「「「△△△△2,6202,6202,6202,620」」」」はははは金利金利金利金利リスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジリスクヘッジ

のためののためののためののための債券債券債券債券ベアベアベアベア型投信型投信型投信型投信
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0%0%0%0%

4%4%4%4%

8%8%8%8%

12%12%12%12%

H16/3末 H17/3末 H18/3末 H19/3末 H20/3末 H21/3末 H22/3末 H23/3末 H24/3末

４．自己資本比率・TierⅠ比率 の推移

※「H18/3末」までは旧基準、「H19/3末」以降は新基準にて算出。新基準における信用リスクは「標準的手法」、オペレーショナルリスクは「基礎的手法」。

自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率

TierTierTierTierTierTierTierTierⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ比率比率比率比率比率比率比率比率

TierTierTierTierTierTierTierTierⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ中繰延税金中繰延税金中繰延税金中繰延税金中繰延税金中繰延税金中繰延税金中繰延税金

資産部分資産部分資産部分資産部分のののの比率比率比率比率資産部分資産部分資産部分資産部分のののの比率比率比率比率

8.87%

5.44%

2.41%

9.46%

5.98%

1.73%

9.48%

6.18%

1.31%

9.76%

6.29%

0.86%

10.46%

7.03%

1.43%

10.50%

7.03%

1.70%

11.13%

7.61%

0.96%

繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産（（（（繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産（（（（BSBSBSBSBSBSBSBS計上額計上額計上額計上額））））部分部分部分部分計上額計上額計上額計上額））））部分部分部分部分

TierTierTierTierTierTierTierTierⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ

7.74%7.74%7.74%7.74%

11.17%11.17%11.17%11.17%

8. 30%8. 30%8. 30%8. 30%

0.56%0.56%0.56%0.56%

11.61%

8.10%

0.96%

6.65%

バーゼルバーゼルバーゼルバーゼルⅢⅢⅢⅢやややや金利負担等金利負担等金利負担等金利負担等をををを考考考考

慮慮慮慮しししし、、、、劣後劣後劣後劣後ローンローンローンローン40404040億円億円億円億円をををを返済返済返済返済

バーゼルバーゼルバーゼルバーゼルⅢⅢⅢⅢやややや金利負担等金利負担等金利負担等金利負担等をををを考考考考

慮慮慮慮しししし、、、、劣後劣後劣後劣後ローンローンローンローン40404040億円億円億円億円をををを返済返済返済返済

TierTierTierTierTierTierTierTierⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ中中中中のののの真水部分真水部分真水部分真水部分中中中中のののの真水部分真水部分真水部分真水部分

7.14%

HHHH23232323////3333末末末末 HHHH24242424////3333末末末末

自己資本自己資本自己資本自己資本 （（（（ 百万円百万円百万円百万円）））） ＡＡＡＡ 105,623105,623105,623105,623 101 ,154101 ,154101 ,154101 ,154

うちうちうちうち 　　　　Tie rⅠTie rⅠTie rⅠTie rⅠ （（（（ 百万円百万円百万円百万円）））） ＢＢＢＢ 73,69173,69173,69173,691 75 ,12975 ,12975 ,12975 ,129

※※※※繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産（（（（ BSBSBSBS 計上額計上額計上額計上額）））） ＣＣＣＣ 8,7588,7588,7588,758 5 ,0975 ,0975 ,0975 ,097

リスクアセットリスクアセットリスクアセットリスクアセット （（（（ 百万円百万円百万円百万円）））） DDDD 909,362909,362909,362909,362 904 ,809904 ,809904 ,809904 ,809

自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率 （％）（％）（％）（％） AAAA／／／／DDDD 11 .6111 .6111 .6111 .61 11.1711.1711.1711.17

Tie rⅠTie rⅠTie rⅠTie rⅠ比率比率比率比率 （％）（％）（％）（％） Ｂ／Ｂ／Ｂ／Ｂ／DDDD 8 .108 .108 .108 .10 8.308.308.308.30

繰延税金資産控除後繰延税金資産控除後繰延税金資産控除後繰延税金資産控除後Tie rⅠTie rⅠTie rⅠTie rⅠ比率比率比率比率 （％）（％）（％）（％） （Ｂ－Ｃ）／（Ｂ－Ｃ）／（Ｂ－Ｃ）／（Ｂ－Ｃ）／DDDD 7 .147 .147 .147 .14 7.747.747.747.74
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3.61%3.61%3.61%3.61%

3.20%

9.63%

3.85%

9.17%

3.34%

10.62%

7.75%

6.52%

5.87%

3.38%

3.17%3.17%3.17%3.17%

8.54%

9.08%

2.85%

5.60%

4.67%

3.58%

3.19%

3.37%

2.65%
2.52%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

H15/3末 H16/3末 H17/3末 H18/3末 H19/3末 H20/3末 H21/3末 H22/3末 H23/3末 H24/3末

５．不良債権比率の推移

※部分直接償却とは

自己査定により回収不可能又は無価値と判定した担保・保証付債権等について、債権額から担保の処分可能見込額及び

保証による回収が可能と認められる額を控除した残額（Ⅳ分類金額）を取立不能見込額として債権額から直接減額すること。

※当行は「部分直接償却」を実施していないため、Ⅳ分類金額と同額の貸倒引当金を計上している。

部分直接償却後部分直接償却後部分直接償却後部分直接償却後（（（（※※※※））））のののの不良債権比率不良債権比率不良債権比率不良債権比率

不良債権比率不良債権比率不良債権比率不良債権比率（（（（部分直接償却部分直接償却部分直接償却部分直接償却：：：：未実施未実施未実施未実施））））

不良債権比率（金融再生法開示債権比率）の推移

（（（（（（（（3.7%3.7%3.7%3.7%3.7%3.7%3.7%3.7%程度程度程度程度））））程度程度程度程度））））

H25/3末予想
（ ）
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35,357 35,045
39,068

6,647
11,455

6,913

7,062

2,957

2,695

21,065

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H15/9末 H23/3末 H24/3末

50,500

101,649

12,925

97,991

9,928

6,060

3,568

10,193

7,021

7,034

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H15/9末 H23/3末 H24/3末

99,805

78,536

56,851

59,924

40,141

21,819

17,745

20,787

8,931
9,281

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H15/9末 H16/3末 H17/3末 H18/3末 H19/3末 H20/3末 H21/3末 H22/3末 H23/3末 H24/3末

６．与信リスクの分散

１．１先与信額５０億円超 ２．１先与信額２５億円超５０億円以下

３．１、２以外の信用与信額１０億円超

13先

10先

8先

8先

6先

3先

2先

※当行の行内格付（平成23年10月より新基準）

（11）

（3）

（6）

（12）

（2）

（11）

（1）

74,939

A先 B1先 C～E先

※（）内は先数。

67,162

118,112

（30）

（2）

（60）

（5）

（5）

百万円

百万円

百万円

3先

（2）

48,672

B2～B4先

（3）

※（）内は先数。

1先

44,653

（62）

（6）

（4）

121,595

1先

（2）

A1～A6 … 正常先 C … 破綻懸念先

B1～B3 … 要注意先 D … 実質破綻先

E … 破綻先（B3…要管理先）

※ご参考：当行の行内格付（旧基準）

A1～A5 … 正常先 C … 破綻懸念先

B1～B4 … 要注意先 D … 実質破綻先

E … 破綻先（B4…要管理先）

A先 B1先 C～E先B2～B3先

H23/9末以前→

H23/10末以降→

（1）
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円滑化法対象先で計画達成状況が

不芳な先はランクダウンを行うなど適

切な債務者区分判定を実施しており、

「その他要注意先」の残高は減少

単位：億円

H24/3月 H22/3月比

11,972 ▲ 17

9,948 325

2,023 ▲ 343

1,940 ▲ 366

（先） 14 ▲ 7

（額） 302 ▲ 117

不良債権 448 51

要管理債権 81 25

破綻懸念先以下 367 26

88 12

うち、1先あたり残高

10億円以上の先

正常債権

正常先

要注意先（除く要管理債権）

うちその他要注意先

うち、優良保証付き貸出

７．金融円滑化法の影響と出口戦略について

～～～～金融円滑化法終了後金融円滑化法終了後金融円滑化法終了後金融円滑化法終了後もももも新新新新たなたなたなたな不良債権発生不良債権発生不良債権発生不良債権発生によるによるによるによる信用信用信用信用コストコストコストコストのののの増加増加増加増加はははは限定的限定的限定的限定的～～～～～～～～金融円滑化法終了後金融円滑化法終了後金融円滑化法終了後金融円滑化法終了後もももも新新新新たなたなたなたな不良債権発生不良債権発生不良債権発生不良債権発生によるによるによるによる信用信用信用信用コストコストコストコストのののの増加増加増加増加はははは限定的限定的限定的限定的～～～～

・資本性借入金、再生ファンド（リファイナンス含み）、

中小企業再生支援協議会の利用による企業再生へ

の取組み

（１）信用コスト

・キャッシュ・フロー見積り法による引当の導入

（引当率低下対策としてH24/3期導入済）

・適正且つ保守的な債務者区分判断の堅持

（２）不良債権

・企業のライフステージに応じた対応を

行い、地域再生ファンド等の活用も検討

していく

（３）債務者への対応

１．貸出等債権の状況

２．クレジットコストの実績・予想
実績← →予想 単位：億円

H22/3期 H23/3期 H24/3期 H25/3期 H26/3期 H27/3期

新 規 発 生 33 28 29 23 27 23

ラ ン ク ア ッ プ ・ 回 収 ▲ 22 ▲ 17 ▲ 18 ▲ 7 ▲ 12 ▲ 12

債 権 売 却 損 等 7 2 0 2 4 4

そ の 他 の 要 因 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 4 4 4 7

15 11 6 22 23 22信 用 コ ス ト 合 計

＊毎期平均24億円程度の新規発生を予想。

＊「新規発生」は、「その他要注意先」の減少や集中リスク

の低下により減少傾向を見込むが、円滑化法対象先は

同法の終了を踏まえて保守的にランクダウンを前提とし

た上で個別債権毎に予想

※「その他要注意先」から「要管理先以

下」へ下方遷移した債権額

H21年度

H22年度

H23年度

82億円

183億円

149億円

３．出口戦略等

「その他要注意先」のなかの大口債権先も

減少し、与信集中リスクも低下

＊円滑化法対象先への支援を継続している結果、最終処理が減少し、不良債権は増加。

＊ただし、増加分のうち半分程度は優良保証付き貸出

※億円未満は切り捨てて表示しております。

※億円未満は切り捨てて表示しております。
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0

500

1,000

1 2 3

８．統合的リスク管理

信用ﾘｽｸ

150

株価価格

変動ﾘｽｸ

160

金利ﾘｽｸ

195

金利ﾘｽｸ

47

ｵﾍﾟﾘｽｸ

50

TierⅠ

751

その他

89

H24/3末現在

資本配賦と統合的リスク量（H24/3末現在）

ｵﾍﾟﾘｽｸ

50

バッファー

284

840

H24/3末 H24/3末

信用ﾘｽｸ

96

株価価格

変動ﾘｽｸ

92

未使用資本

268

※その他＝その他有価証券評価差額金

555

億円

※億円未満は切り捨てにて表示

リスク計測基準

信用ﾘｽｸ … 保有期間 1年

信頼区間 99%

金利ﾘｽｸ … 保有期間 1～60日

信頼区間 99%

株価価格変動ﾘｽｸ … 保有期間 20～125日

信頼区間 99%

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ … ﾊﾞｰｾﾞﾙⅡ基礎的手法

※相関は考慮しておりません。

資本配賦原資 資本配賦額 リスク量

287

※計測方法：完全再評価方式 ※金利ｼｮｯｸ幅：ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値

※ｺｱ預金：内部モデルにて計測 ※億円未満は切り捨て

※（注)参考値は、当行の資産、負債ポジションにとって一番不利

な過去の金利ショック幅（H22.9.30時点の99ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値）を

使用して算出した値。

※下段の（）は前年度末値

アウトライヤーアウトライヤーアウトライヤーアウトライヤー比率比率比率比率（（（（アウトライヤーアウトライヤーアウトライヤーアウトライヤー比率比率比率比率（（（（H24/3H24/3H24/3H24/3H24/3H24/3H24/3H24/3末末末末））））末末末末））））

（818）

（81）

（736）

（286）

（51）

（170）

（160）

（150）

（51）

（188）

（62）

（109）

（119）

（531）

（343）

※（ ）は前年度末値。

金利金利金利金利リスクリスクリスクリスク量量量量

（（（（億円億円億円億円））））

TierⅠ+TierⅡTierⅠ+TierⅡTierⅠ+TierⅡTierⅠ+TierⅡ

（（（（億円億円億円億円））））

ｱｳﾄﾗｲﾔｰｱｳﾄﾗｲﾔｰｱｳﾄﾗｲﾔｰｱｳﾄﾗｲﾔｰ比率比率比率比率

24242424

(103)(103)(103)(103)

1,0111,0111,0111,011

(1,056)(1,056)(1,056)(1,056)

2.43%2.43%2.43%2.43%

(9.77%)(9.77%)(9.77%)(9.77%)

102102102102

(123)(123)(123)(123)

1,0111,0111,0111,011

(1,056)(1,056)(1,056)(1,056)

10.1%10.1%10.1%10.1%

(11.7%)(11.7%)(11.7%)(11.7%)

((((注注注注))))参考値参考値参考値参考値
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Ⅱ 今 後 の 施 策

９．平成24年度業績見通し

１０．第１３次中期経営計画の達成状況

１１．全行的な営業力の向上

・・・１５

・・・１６

・・・１７
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９．平成24年度業績見通し

※単位は百万円、百万円未満は切り捨てて表示しております。

（ご参考：業績見通しの前提）

運用利回運用利回運用利回運用利回りのりのりのりの低下圧力低下圧力低下圧力低下圧力はははは前年度前年度前年度前年度にににに比比比比べべべべ弱弱弱弱まるもののまるもののまるもののまるものの、、、、引引引引きききき続続続続運用利回運用利回運用利回運用利回りのりのりのりの低下圧力低下圧力低下圧力低下圧力はははは前年度前年度前年度前年度にににに比比比比べべべべ弱弱弱弱まるもののまるもののまるもののまるものの、、、、引引引引きききき続続続続

きききき低金利環境低金利環境低金利環境低金利環境のののの継続継続継続継続でででで、、、、主主主主たるたるたるたる利益減少要因利益減少要因利益減少要因利益減少要因となるとなるとなるとなる見込見込見込見込みみみみきききき低金利環境低金利環境低金利環境低金利環境のののの継続継続継続継続でででで、、、、主主主主たるたるたるたる利益減少要因利益減少要因利益減少要因利益減少要因となるとなるとなるとなる見込見込見込見込みみみみ

H24年

4～6月期 7～9月期 10～12月期 1～3月期 4～6月期

GDPの四半期パターン（前期比） 0.5% 0.5% 0.3% 0.2% 0.2%

日銀の政策金利（無担O／Nの誘導水準） 0～0.1% 0～0.1% 0～0.1% 0～0.1% 0～0.1%

H25年

前年比

業務粗利益 （除く債券5勘定尻） 1 32,243 31,300 △ 943

　　　　〃　　  （含む　　　〃　　　 ） 2 32,966 32,500 △ 466

資金利益 3 27,937 27,500 △ 437

資金運用収益 4 29,367 28,700 △ 667

貸出金利息 5 22,157 21,000 △ 1,157 貸出金平残　

    〃   利回り　

有価証券利息配当金 6 6,976 7,500 ＋524 ＋7.5% 有価証券平残　 ＋14.7%

     〃     利回り　 △ 5.8%

預金等利息 9 1,112 900 △ 212  預貸金利鞘

役務取引等利益 11 3,430 3,300 △ 130

役務取引等収益 12 6,370 6,300 △ 70

債券5勘定尻 14 722 1,200 ＋478

その他の業務利益 15 875 500 △ 375

経費 16 24,233 24,500 ＋267

コア業務純益 （除く債券5勘定尻） 17 8,009 6,700 △ 1,309

　　　　〃　　　  （含む　　　〃　　　） 18 8,732 8,000 △ 732

クレジットコスト 19 674 2,200 ＋1,526

一般貸倒引当金繰入額 20 △ 2,556 △ 100 ＋2,456

21 3,182 2,000 △ 1,182

債権売却損等 22 48 300 ＋252

経常利益 24 7,255 5,200 △ 2,055

特別損益 25 △ 263 △ 400 △ 137

当期純利益 28 2,704 2,400 △ 304

番号
平成23年度項　　　　　　　　　　　目

個別     〃          〃

平成24年度 予想

備　　　　　　　　　　　　　　考

0.18%

0.391% △ 0.104%(               )

クレジットコスト

貸 出 金 平 残

= （　 前年度　　　　　)0.05%

0.495%

△5.2% + 1.1%

△6.2%

投資信託関係 △84 生命保険関係 △76

前期：ヘッジ取引等に係る債券売却損460

前期：ヘッジ取引等に係る金融派生商品収益460
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計画計画計画計画 実績実績実績実績 計画計画計画計画とととと実績実績実績実績のののの主主主主たるたるたるたる差異要因差異要因差異要因差異要因

コアコアコアコア業務純益業務純益業務純益業務純益　　　　 （（（（億円億円億円億円）））） 1 91 75 93 × 80 105105105105

修正修正修正修正コアコアコアコア業務純益業務純益業務純益業務純益　　（　　（　　（　　（※※※※2222）））） （（（（億円億円億円億円）））） 2 99 92 103 × 87 115115115115

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 （（（（億円億円億円億円）））） 3 51 26 35 × 27 40404040

自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率 4 11.13% 11.61% 11.09% ○ 11.17% ＊＊＊＊＊＊ 11.20%11.20%11.20%11.20%

 Ｔｉｅｒ Ｔｉｅｒ Ｔｉｅｒ ＴｉｅｒⅠⅠⅠⅠ比率比率比率比率 5 7.61% 8.10% 7.65% ○ 8.30% ＊＊＊＊＊＊ 7.80%7.80%7.80%7.80%

6 5.74% 6.52% 6.33% ○ 7.18% ＊＊＊＊＊＊ 6.60%6.60%6.60%6.60%

不良債権比率不良債権比率不良債権比率不良債権比率 7 3.20% 3.34% 3.16% △ 3.61% 3333%%%%前後前後前後前後

ＯＨＲＯＨＲＯＨＲＯＨＲ 8 70.14% 72.82% 70.75% × 73.50% 68.00%68.00%68.00%68.00%

ＲＯＡ（ＲＯＡ（ＲＯＡ（ＲＯＡ（コアコアコアコア業務純益業務純益業務純益業務純益ベースベースベースベース※※※※4444）））） 9 0.45% 0.37% － × 0.39% 0.49%0.49%0.49%0.49%

ＲＯＡ（ＲＯＡ（ＲＯＡ（ＲＯＡ（修正修正修正修正コアコアコアコア業務純益業務純益業務純益業務純益ベースベースベースベース※※※※4444）））） 10 0.50% 0.45% － × 0.42% 0.55%0.55%0.55%0.55%

番号番号番号番号

平成平成平成平成21212121年度年度年度年度

（（（（発射台発射台発射台発射台））））

平成平成平成平成22222222年度年度年度年度

平成平成平成平成24242424年度年度年度年度

目標目標目標目標

 繰延税金資産 繰延税金資産 繰延税金資産 繰延税金資産（（（（※※※※3333））））控除後控除後控除後控除後のののの同比率同比率同比率同比率

項項項項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目目目目

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度

１０．第１３次中期経営計画の達成状況

※1 単位は億円、億円未満は切り捨てて表示しております。

※2 コア業務純益＋国債等債券5勘定尻。

※3 繰延税金負債差し引き前。

※4 総資産は「（前年度末総資産残高＋当該年度末総資産残高）÷2」で計算しております。

項目番号１～３

に同じ

金融円滑化法による最終

処理減少の影響あり

コア業務純益の差異要因

貸出金・有価証券利

回り要因

△ 23

貸出金・有価証券平

残要因

△ 6

預金等利回り要因 ＋ 6

その他資金利益要因 ＋ 2

経費要因 ＋ 8
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１１．全行的な営業力の向上

現マイホームセンターとインストアブランチを統合した有人プラザ（平日15時以降営業と休日営業

の多機能拠点）を佐賀・福岡の主要地域毎に設置し時間外の営業力を強化。また、ダイレクトチャ

ネルと有人プラザを統括する専門部を新たに設置し同部門の営業力を強化していくとともに、一般

店舗との連携強化も図り、福岡も含めた当行全営業地域での営業力の飛躍的向上を図る。

営

業

力

の

向

上

営業企画・推進体制

営業企画室

ダイレクトセンター部

（仮名 H25.6月設置予定）

営業推進部

福岡本部

◎◎◎◎営業企画室営業企画室営業企画室営業企画室（（（（平成平成平成平成23232323年年年年6666月設置月設置月設置月設置））））

・当行全体の営業企画

◎◎◎◎ダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター部部部部（（（（仮称仮称仮称仮称））））

・ダイレクトセンターの企画・推進

・Ｈ25年6月設置に向け、H24.6月末プロ

ジェクト発足予定

◎◎◎◎営業推進部営業推進部営業推進部営業推進部・・・・福岡本部福岡本部福岡本部福岡本部

・一般店舗の推進・管理

ダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター構想構想構想構想（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年６６６６月末月末月末月末 常務会直轄常務会直轄常務会直轄常務会直轄ののののプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト発足発足発足発足））））

営業チャネル体制

佐賀県内に拠点

設置（現在１拠点）

福岡県内に拠点

設置（現在０拠点）

佐賀佐賀佐賀佐賀・・・・福岡福岡福岡福岡のののの主要地域毎主要地域毎主要地域毎主要地域毎にににに拠点設置拠点設置拠点設置拠点設置

連

携

特殊拠点

（有人プラザ）

連携

一般店舗

お客様

ダイレクトチャネル

コールセンター

ATM IB・MB

ダイレクト

センター部門

※ は昨年IR以降の新しい施策
新

新
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全行的な営業力の向上（続き）

１．ダイレクトセンター構想によるリテール分野での営業力の飛躍的向上１．ダイレクトセンター構想によるリテール分野での営業力の飛躍的向上

２．ソリューション営業による法人向け営業の強化２．ソリューション営業による法人向け営業の強化

●当行、十八銀行、筑邦銀行の３行共同設立の「北部九州ビジネスマッチング協議会」を中心とした販路拡大支援、ビジネスマッチング

＊住宅ローンの受付のみ

＊佐賀３拠点、福岡１拠点

＊1拠点が土曜営業、その他は土、日休業

＊＊＊＊有人有人有人有人プラザプラザプラザプラザ設置設置設置設置 →→→→ 平日平日平日平日１５１５１５１５時以降時以降時以降時以降、、、、土日土日土日土日のののの営業力強化営業力強化営業力強化営業力強化

＊＊＊＊有人有人有人有人プラザプラザプラザプラザととととコールセンターコールセンターコールセンターコールセンター等等等等ダイレクトチャネルダイレクトチャネルダイレクトチャネルダイレクトチャネル、、、、一般店舗一般店舗一般店舗一般店舗とととと

のののの連携連携連携連携によりによりによりにより、、、、おおおお客様客様客様客様とのとのとのとのコンタクトコンタクトコンタクトコンタクト機会機会機会機会がががが増加増加増加増加 →→→→ ビジネスチャビジネスチャビジネスチャビジネスチャ

ンスンスンスンスのののの拡大拡大拡大拡大

＊＊＊＊ダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター部部部部のののの設置設置設置設置によりによりによりにより、、、、ダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター部門部門部門部門のののの各各各各

チャネルチャネルチャネルチャネルのののの営業力営業力営業力営業力をををを強化強化強化強化。。。。またまたまたまた、、、、一般店舗一般店舗一般店舗一般店舗もももも含含含含めためためためた各各各各チャネルチャネルチャネルチャネル間間間間

のののの更更更更なるなるなるなる連携強化連携強化連携強化連携強化→→→→ ビジネスチャンスビジネスチャンスビジネスチャンスビジネスチャンスのののの更更更更なるなるなるなる拡大拡大拡大拡大をををを目指目指目指目指すすすす

★★★★新設新設新設新設 有人有人有人有人プラザプラザプラザプラザ

コールセンター、ATM

インターネットバンキング

モバイルバンキング

インターネット投信

ダイレクトチャネルダイレクトチャネルダイレクトチャネルダイレクトチャネル

ダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター

佐賀県内

佐賀地区 鳥栖地区

唐津地区 武雄地区

福岡県内

福岡中央地区 福岡西地区

福岡東地区 福岡南地区

連携連携連携連携

現現現現マイホームセンターマイホームセンターマイホームセンターマイホームセンター

＊佐賀１拠点のみ

＊土、日も営業

現現現現インストアブランチインストアブランチインストアブランチインストアブランチ

一般店舗
連携連携連携連携

コールセンター、ATM

インターネットバンキング

モバイルバンキング

インターネット投信

現現現現ダイレクトチャネルダイレクトチャネルダイレクトチャネルダイレクトチャネル

●海外海外海外海外ビジネスサポートビジネスサポートビジネスサポートビジネスサポート室室室室 の新設（平成24年6月28日予定）による取引先の海外進出の支援強化、新たな貿易先の掘り起こし 等新

※ は昨年IR以降の新しい施策
新

新

ダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター構想構想構想構想によりによりによりにより、、、、これまでこれまでこれまでこれまで手薄手薄手薄手薄であったであったであったであったダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンターダイレクトセンター構想構想構想構想によりによりによりにより、、、、これまでこれまでこれまでこれまで手薄手薄手薄手薄であったであったであったであった

福岡県内福岡県内福岡県内福岡県内でのでのでのでの営業基盤営業基盤営業基盤営業基盤のののの飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上をををを目指目指目指目指すすすす福岡県内福岡県内福岡県内福岡県内でのでのでのでの営業基盤営業基盤営業基盤営業基盤のののの飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上をををを目指目指目指目指すすすす

H24年9月佐賀地区

設置、ノウハウを蓄

積し順次拡大

新

新
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貸 出 金 利 息 増 加 策

１２ ．佐賀と福岡－巨大な福岡市場

１３ ．福岡戦略＝貸出金の増加策

１４ ．福岡戦略の成果

１５ ．佐賀戦略＝貸出金の増加策

１６ ．住宅ローンの状況と増加策

１７ ．消費者ローンの状況と増加策

・・・２０

・・・２１

・・・２３

・・・２４

・・・２５

・・・２６
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１２．佐賀と福岡－巨大な福岡市場

福岡県福岡県福岡県福岡県

佐賀県佐賀県佐賀県佐賀県

長崎県長崎県長崎県長崎県

当行の店舗ネットワーク

※東京支店及び出張所は除いております。

※貸出金、預金のシェアは平成24年3月末現在残高ベース。

※福岡県の地域内シェアは当行営業地域。

他県に落下傘降下

しているわけではない

※人口は平成24年3月1日現在の推計人口。

※事業所数は平成18年10月1日現在の民営事業所数。

※当行店舗数は出張所を含む。

佐賀県 福岡県

人口（人） 845,944 5,080,423

事業所数 40,054 219,250

当行店舗数 58 37

佐賀県 福岡県

貸出金 51.5% 35.7%

預金 77.9% 19.8%

貸出金 43.7% 2.5%

預金 56.2% 1.4%

当行内でのシェア

地域内でのシェア
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１３．福岡戦略＝貸出金の増加策

佐賀県

福岡県福岡県福岡県福岡県

戦略戦略戦略戦略１１１１：：：：法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室のののの設置設置設置設置とそのとそのとそのとその拡充拡充拡充拡充

平成１９年 ４月 小倉に北九州分室北九州分室北九州分室北九州分室北九州分室北九州分室北九州分室北九州分室を設置（当初２名）

平成２０年 ４月 小倉に医療専担者１１１１名名名名配置

平成２２年 ７月 小倉に法人専担者１１１１名名名名増員

平成２２年 ７月 小倉に医療専担者１１１１名名名名増員

平成２４年 ６月現在

法人専担者 ３３３３名名名名

医療専担者 ２２２２名名名名

平成１２年 ６月 法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室を設置（当初４名）

平成１６年 ２月 渉外グループと統合し法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室となる

平成１８年１０月 医療専担者を２２２２名名名名配置

平成２０年 ６月 ごごごご商売商売商売商売サポートグループサポートグループサポートグループサポートグループごごごご商売商売商売商売サポートグループサポートグループサポートグループサポートグループ新設

平成２２年 ７月 医療専担者を１１１１名名名名増員

平成２４年 ６月現在

法人専担者 ３３３３名名名名

医療専担者 ４４４４名名名名

ご商売サポートグループ他 ７７７７名名名名

平成２０年 ４月 久留米に筑後分室筑後分室筑後分室筑後分室筑後分室筑後分室筑後分室筑後分室を設置（当初２名）

平成２０年１２月 久留米に医療専担者 １１１１名名名名配置

平成２４年 ６月現在

法人専担者 ２２２２名名名名

医療専担者 １１１１名名名名

福岡地区での中堅

優良企業の開拓

平成１２年 ６月 法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室法人営業室を設置（当初４名）

平成１６年 ２月 渉外グループと統合し法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室法人渉外室となる

平成１８年１０月 医療専担者を２２２２名名名名配置

平成２０年 ６月 ごごごご商売商売商売商売サポートグループサポートグループサポートグループサポートグループごごごご商売商売商売商売サポートグループサポートグループサポートグループサポートグループ新設

平成２２年 ７月 医療専担者を１１１１名名名名増員

平成２４年 ６月現在

法人専担者 ３３３３名名名名

医療専担者 ４４４４名名名名

ご商売サポートグループ他 ７７７７名名名名
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福岡戦略＝貸出金の増加策（続き）

佐賀県

福岡県福岡県福岡県福岡県福岡県福岡県福岡県福岡県

戦略戦略戦略戦略２２２２：：：：融資戦略店舗融資戦略店舗融資戦略店舗融資戦略店舗とととと開拓専担者開拓専担者開拓専担者開拓専担者のののの配置配置配置配置

戦略戦略戦略戦略３３３３：：：：成長地域成長地域成長地域成長地域へのへのへのへの営業力強化営業力強化営業力強化営業力強化

周船寺支店・三苫支店への増員（ で囲っている店舗）

・・・都市開発事業等により成長が見込まれる地域へ

の営業力強化

戦略戦略戦略戦略4444：：：：中小企業中小企業中小企業中小企業・・・・小企業小企業小企業小企業へのへのへのへの取組取組取組取組

福岡県内全店舗で中小企業や小企業への取組を強化

・・・取引当初は信用リスクを考慮し、信用保証協会の制度融資を活用

平成１５年 ２月 下記７店舗を融資戦略店舗に指定

専担者：15名

専担者：2名

専担者：2名

（平成２４年 ６月現在 １２１２１２１２店舗店舗店舗店舗 専担者 ２４２４２４２４名名名名）

平成２２年 ７月 下記３店舗を追加

春日春日春日春日、、、、二日市二日市二日市二日市、、、、志免志免志免志免春日春日春日春日、、、、二日市二日市二日市二日市、、、、志免志免志免志免

福岡福岡福岡福岡、、、、博多博多博多博多、、、、渡辺通渡辺通渡辺通渡辺通、、、、西新町西新町西新町西新町福岡福岡福岡福岡、、、、博多博多博多博多、、、、渡辺通渡辺通渡辺通渡辺通、、、、西新町西新町西新町西新町

箱崎箱崎箱崎箱崎、、、、久留米久留米久留米久留米、、、、博多駅東博多駅東博多駅東博多駅東箱崎箱崎箱崎箱崎、、、、久留米久留米久留米久留米、、、、博多駅東博多駅東博多駅東博多駅東

専担者：3名

平成１７年 ４月 小倉支店小倉支店小倉支店小倉支店小倉支店小倉支店小倉支店小倉支店を追加

平成２０年 ４月 八幡支店八幡支店八幡支店八幡支店八幡支店八幡支店八幡支店八幡支店を追加 専担者：2名

専担者：2名

営業体制の強化策

●エリア営業体制の拡大（８エリア）

箱崎エリア、麦野エリア

●サテライト店舗（※）への支店長配置の復活

加布里支店、五条支店、那珂川支店

那珂支店、桧原支店 →→→→全全全全サテライトサテライトサテライトサテライト店配置店配置店配置店配置へへへへ

●リテール強化店舗の指定

五条支店

●福岡本部推進グループの増員

各支店レベルでの

優良企業の開拓

※サテライト店舗：エリア営業体制における核となる店舗以外の店舗です。

※ は昨年IR以降の新しい施策新

新

戦略戦略戦略戦略５５５５：：：：リテールリテールリテールリテールのののの強化強化強化強化とととと認知度向上認知度向上認知度向上認知度向上

→→→→地元銀行地元銀行地元銀行地元銀行としてのとしてのとしてのとしての認知認知認知認知をををを

ダイレクトセンター構想を軸にした戦略によるリテール

（個人ローン、預金）の強化と、テレビコマーシャル等で

のイメージ戦略による認知度向上を図る
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１４．福岡戦略の成果

１．福岡県内における貸出金残高と事業者先数の推移 ２．法人渉外室の開拓先の貸出金残高推移

３．融資開拓専担者の開拓先の貸出金残高推移

億円

億円

※億円未満は切り捨てて表示しております。

億円

0

福岡県内事業者先数の推移

4,210

4,210

事業者先数事業者先数事業者先数事業者先数はははは増加増加増加増加！！！！事業者先数事業者先数事業者先数事業者先数はははは増加増加増加増加！！！！

戦略戦略戦略戦略１１１１

戦略戦略戦略戦略２２２２

戦略戦略戦略戦略４４４４

4,187

4,187

4,292

4,292

4,256

4,256

4,231

4,231

4,388

4,388
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１５．佐賀戦略＝貸出金の増加策

佐賀県内での貸出金シェアの奪回佐賀県内での貸出金シェアの奪回

戦略戦略戦略戦略１１１１：：：：事業性貸出金事業性貸出金事業性貸出金事業性貸出金のののの増加策増加策増加策増加策

戦略戦略戦略戦略２２２２：：：：住宅住宅住宅住宅ローンローンローンローンのののの増加策増加策増加策増加策

◎ 事業先とのリレーション強化

＊ビジネスマッチング、海外進出支援

◎ 高齢化社会に対応した医療・介護機関との連携拡大

◎ 中小企業に対する貸出の強化

◎ 資産活用金融への取組強化

◎ マイホームセンター機能拡充（さぎんパーソナルプラザ）

＊人員投入による営業力強化

＊平日時間外営業と休日営業の実施

◎ 受付相談チャネルの拡大（インターネット・コールセンター）

◎ 商品性の強化

戦略戦略戦略戦略3333：：：：消費者消費者消費者消費者ローンローンローンローンのののの増加策増加策増加策増加策

◎ 非対面商品の充実、残高伸長

◎ コールセンターによるダイレクト営業体制の確立

◎ ＡＴＭ機能拡充による利便性向上

戦略戦略戦略戦略４４４４：：：：地公体向地公体向地公体向地公体向けけけけ貸出金貸出金貸出金貸出金のののの増加策増加策増加策増加策

◎ 佐賀県及び市町の「縁故債」「一時借入金」に対する

取組強化

佐賀県内における当行佐賀県内における当行

貸出金シェアの推移貸出金シェアの推移

※ は昨年IR以降の新しい施策新

新
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億円

2,828

2,931

2,862

特約 ３年

特約 ５年

特約１０年

変動金利

その他固定

残高減少残高減少残高減少残高減少へへへへ残高減少残高減少残高減少残高減少へへへへ

重点推進重点推進重点推進重点推進重点推進重点推進重点推進重点推進

１６．住宅ローンの状況と増加策

住宅ローン残高の推移

※億円未満は切り捨てて表示しております。

※「特約」とは、「特約期間付固定金利型住宅ローン」のことです。

施策実施前

のイメージ

施策実施

後の予想

住宅ローンの金利満期残存年数の推移

年

0

住宅ローン休日相談会の定例的実施

マイホームセンターの強化 等

＜推進施策＞

金利リスクを考慮した変動金利型や

特約３年の商品性の強化

＜リスク管理面も考慮した施策＞

住宅ローンの新規実行割合の変化

変動金利

3%3%3%3%
3,5年固定

7%7%7%7%

10年固定

90%90%90%90%

H22年度

変動金利

42%42%42%42%

10年固定

25%25%25%25%

3,5年固定

33%33%33%33%

H23年度
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★モテカカードローンモテカカードローンモテカカードローンモテカカードローンモテカカードローンモテカカードローンモテカカードローンモテカカードローン ((((H17.7H17.7H17.7H17.7月発売月発売月発売月発売））））

★モビットモビットモビットモビットＳａｂｉｏＳａｂｉｏＳａｂｉｏＳａｂｉｏ ((((H24.2H24.2H24.2H24.2月発売月発売月発売月発売））））

件
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1,464

1,748

1,982

0

500

1,000

1,500

2,000

H22/3末 H23/3末 H24/3末

31

114

213

69

259

470

0

500

1,000

1,500

2,000

H24/2末 H24/3末 H24/4末

0

100

200

300

400

500

百万円

★ＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭカードローンカードローンカードローンカードローンＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭカードローンカードローンカードローンカードローン

百万円

百万円

(H18.10(H18.10(H18.10(H18.10月発売月発売月発売月発売））））

(H23.7(H23.7(H23.7(H23.7月新型発売月新型発売月新型発売月新型発売））））

27,407

25,727

6,561
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9,933
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0
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4,425

9,928

39,649

②

③

④

0

H24/3末

④

4,425

１７．消費者ローンの状況と増加策

消費者ローン残高の推移消費者ローン残高の推移

無担保証貸ローン

BCカードローン

無担保カードローン

有担保証貸・カードローン

今後今後今後今後もももも残高残高残高残高はははは減少減少減少減少（（（（バブルバブルバブルバブルのののの後遺症後遺症後遺症後遺症））））

① ②

③ ④

非推進商品非推進商品非推進商品非推進商品

マンパワーマンパワーマンパワーマンパワーもももも使使使使ってってってって

残高維持残高維持残高維持残高維持へへへへ

マンパワーマンパワーマンパワーマンパワーもももも使使使使ってってってってマンパワーマンパワーマンパワーマンパワーもももも使使使使ってってってって

残高維持残高維持残高維持残高維持へへへへ残高維持残高維持残高維持残高維持へへへへ

商品性商品性商品性商品性にににに課題課題課題課題商品性商品性商品性商品性にににに課題課題課題課題

毎月毎月毎月毎月のののの約定弁済約定弁済約定弁済約定弁済にてにてにてにて減少減少減少減少毎月毎月毎月毎月のののの約定弁済約定弁済約定弁済約定弁済にてにてにてにて減少減少減少減少

新商品新商品新商品新商品のののの投入投入投入投入・・・・既存商品既存商品既存商品既存商品のののの改改改改

良良良良をををを行行行行いいいい、、、、無担保無担保無担保無担保カードローンカードローンカードローンカードローン

主体主体主体主体のののの消費者消費者消費者消費者ローンローンローンローン推進推進推進推進へへへへ

新商品新商品新商品新商品のののの投入投入投入投入・・・・既存商品既存商品既存商品既存商品のののの改改改改新商品新商品新商品新商品のののの投入投入投入投入・・・・既存商品既存商品既存商品既存商品のののの改改改改

良良良良をををを行行行行いいいい、、、、無担保無担保無担保無担保カードローンカードローンカードローンカードローン良良良良をををを行行行行いいいい、、、、無担保無担保無担保無担保カードローンカードローンカードローンカードローン

主体主体主体主体のののの消費者消費者消費者消費者ローンローンローンローン推進推進推進推進へへへへ主体主体主体主体のののの消費者消費者消費者消費者ローンローンローンローン推進推進推進推進へへへへ

主力商品主力商品主力商品主力商品のののの状況状況状況状況主力商品主力商品主力商品主力商品のののの状況状況状況状況

件

件

件

25,296

①
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役 務 取 引 等 利 益 増 加 策

１８．役務取引等利益の増加策

１９．役務取引等利益の状況

・・・２８

・・・２９
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１８．役務取引等利益の増加策

１．個人預かり金融資産

２．法人ソリューション営業

※ は昨年IR以降の新しい施策
新

営業店のハード面の充実

● 新店頭態勢 の構築：ご来店目的に応じた受入態勢に

● 全店に「ご相談ブース」を設置

● 金融商品の取扱を全店（東京支店を除く）に拡大

８８か店→ ９９か店

● 「金融商品販売支援システム」の導入（H23年8月）

● タブレット型パソコンの全店配置（H24年3月）

（９店舗に導入）

新

営業店のソフト面の充実

本部による支援体制

佐賀佐賀佐賀佐賀・・・・長崎長崎長崎長崎

ＰＢ推進室６名体制

うちチーフFA ２名

うち証券仲介室 ３名

福福福福 岡岡岡岡

福岡本部推進グループ

うちチーフFA ３名

８名体制

預かり金融資産の販売体制及び商品の企画・推進

地区別資産運用セミナーの企画・開催

佐賀県内：６か所 福岡県内：２か所 長崎県内：１か所

●●●●●●●● 営業推進部・・・法人渉外室、

海外ビジネスサポート室 （平成24年6月28日新設予定）

●●●●●●●● 福岡本部・・・ご商売サポートグループ、CFA

新

ビジネス

マッチング

ビジネス

マッチング
事業承継
事業承継

M＆A
M＆A

海外進出支援
海外進出支援

等

新

● 「マネーアドバイザー」の配置（H20年7月～）

※マネーアドバイザー・・・預かり資産に関する知識面、販売面での当行

スペシャリスト行員。H24/5現在 99名

● 「窓口ロールプレイング大会」の実施（H23年2月～）

● 販売資格取得状況 ● 窓口販売状況

● がん・医療保険、法人向け生命保険の取扱開始（H24年4月～）
新

● インターネット投信の取扱開始（H24年6月～）新

60%

70%

80%

90%

100%

一般生保 専門・変額生保 投信

営業店行員の販売資格取得率

３．行員のスキルアップ

0%

10%

20%

30%

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度

●●●●●●●● サタデーカレッジ（自学研修）の実施

* 平成23年度延べ1,181名が自発的に自発的に参加

* 資産運用、法人営業、医療、財務分析等々のノウハウ

を習得

預かり資産の窓口販売比率の推移
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16,719

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H21年度 H22年度 H23年度

百万円

１９．役務取引等利益の状況

役務取引等利益の推移

※役務取引比率＝役務取引等利益÷コア業務粗利益

百万円

※百万円未満は切り捨てて表示しております

コア業務粗利益＝業務粗利益－債券5勘定尻

①投信販売額（含む法人） ②生保販売額

③投信手数料（含む法人） ④生保手数料

百万円

百万円 百万円

16,207
16,207

12,463
12,463

16,497
16,497

18,548
18,548 19,149

19,149

29,926
29,926

418
418

560
560

559
559

405
405

480
480

694
694

下期

上期

下期

上期

下期

上期

下期

上期

3,0923,0923,0923,092 3,1173,1173,1173,117

3,4303,4303,4303,430

9.6%

9.5%

10.6%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H21年度 H22年度 H23年度

0.0%

5.0%

10.0%

役務取引等利益 役務取引比率
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債 券 運 用 の 強 化

２０ ．預貸率低位行の有価証券運用状況

２１ ．資産運用上の課題への対応

・・・３１

・・・３２
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25

30

35

40

45

50

53 55 57 59 61 63 65 67 69

貸出金平残／預金等平残

有

価

証

券

平

残

／

預

金

等

平

残

２０．預貸率低位行（地銀２５行）の有価証券運用状況

預貸率と預証率の分布

25行平均（61.6%：36.9%）

佐賀（63.9%：31.8%）

25行平均と当行との預

証率の差は約5%ﾎﾟｲﾝﾄ。

当行の預金等平残：

18,930億円の5%は「約

900億円」。

%

%

※預金等平残、有価証券平残＝（H23/3末残高＋H24/3末残高）÷2

※預金等＝預金＋譲渡性預金

（平成２３年度）

昨年（64.6%：36.6%）

昨年（64.9%：30.7%）
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平 成 24 年 3 月 末 1,490 591 582 1,480 4,144

平成24年3月末の前年比増減 ＋142 ▲ 146 ＋104 ＋190 ＋291

円 建 固 定

利 付 債 券

３ 年 超 ５ 年 超

５ 年 以 内 ７ 年 以 内

平 成 24 年 3 月 末 802 508 427 533 2,270

前 年 比 増 減 ▲ 107 ＋111 ＋38 ▲ 166 ▲ 124

平 成 24 年 3 月 末 1,511 697 201 131 2,541

前 年 比 増 減 ＋58 ＋18 ▲ 24 ▲ 31 ＋20

平 成 24 年 3 月 末 861 524 90 237 1,714

前 年 比 増 減 ＋122 ＋46 ▲ 3 ＋14 ＋179

そ の 他 平 成 24 年 3 月 末 203 57 22 39 323

合 計 平 成 24 年 3 月 末 3,379 1,788 741 941 6,850

事業性（含県保）

地 公 体

３ 年 以 内 合 計７ 年 超

住 宅 ロ ー ン

２１．資産運用上の課題への対応

（金額単位：億

円）

１．貸出金

２．債券運用

金利金利金利金利リスクリスクリスクリスク対応策対応策対応策対応策

特約期間特約期間特約期間特約期間3333年年年年のののの固定金固定金固定金固定金

利利利利やややや変動金利変動金利変動金利変動金利をををを推進推進推進推進

金利期間金利期間金利期間金利期間のののの長長長長いいいい（（（（特特特特にににに5555

年超年超年超年超））））貸出案件貸出案件貸出案件貸出案件へのへのへのへの取取取取

組組組組はははは慎重慎重慎重慎重

金利期間金利期間金利期間金利期間のののの長長長長いいいい（（（（特特特特にににに5555

年超年超年超年超））））貸出案件貸出案件貸出案件貸出案件へのへのへのへの取取取取

組組組組はははは慎重慎重慎重慎重

①①①①債券売買益債券売買益債券売買益債券売買益のののの確保確保確保確保

②②②②ヘッジヘッジヘッジヘッジ手法手法手法手法をををを用用用用いないないないな

がらがらがらがら、、、、長期債長期債長期債長期債をををを購入購入購入購入

（金額単位：億

円）

※その他：消費者ローン等
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経 費 の 削 減

２２．経費の状況

２３．システムコストの推移

・・・３４

・・・３５



34

12,956 12,983

9,886
9,290

1,192

1,119

1,123

1,089

13,363

13,115

10,233
10,028

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度

人件費 物件費 税金

72.8%

70.1%

68.0%68.0%68.0%68.0%

73.2% 73.5%

70.8%

50%

60%

70%

80%

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度目標

２２．経費の状況

24,035

24,035

23,393

23,393

１．経費の推移

※百万円未満は切り捨てて表示しております。

２．ＯＨＲの状況

システム更改に

かかる減価償却

による高止まり

百万円

0%

24,719

24,719

※ＯＨＲ＝経費÷業務粗利益

システム更改

等に伴う時間

外費用増によ

る人件費の増

加「＋200

～300」程度

※「コスト削減プロジェクト（H18年2月～H19年6月）」とは物件費を抜本的に

見直し、年間5億円程度の削減成果を挙げたプロジェクトのことです。

コストコストコストコスト削減削減削減削減プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト（（（（コストコストコストコスト削減削減削減削減プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト（（（（※※※※※※※※））））のののの継続継続継続継続））））のののの継続継続継続継続

H24年度

予想

24,500

13,100

10,280

1,120

H24年度中計目標値

分母を増やす努力が必要

24,233

24,233

パートタイマの

直接雇用により

「100」程度移動
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2,145

1,947 1,929

1,487

2,757

2,595
2,639

2,669 2,699

2,380 2,406
2,316

2,220
2,163

1,995

568

586

676

751

713

562

480
532

561

176

171

177

188

192

197

198

197 197

197

462

406

285

322

343

287

301

300

300

300

300

300

300 300

300

625

524

601

738707

794

186

177

198217

119

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

基幹系（ﾎｽﾄﾈｯﾄﾜｰｸ・端末・ATM） ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ その他 ｼｽﾃﾑ要員人件費

２３．システムコストの推移

システム関連経費の推移（H18～H32年度）

百万円

3,520

3,277

3,150

2,596

3,801

実 績
予 想

端末更改

共同化にかかる一時

費用等の減価償却

3,626

3,697

3,822

3,938

3,585

3,528

3,376

3,197 3,192

3,053

端末更改
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Ⅲ ハートフルプラス＋運動

２４．「ハートフルプラス＋運動」への取組

２５．「お客さまアンケート」の実施

２６．「お客さまアンケート」を踏まえた取組

・・・３７

・・・３８

・・・３９
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好好好好好好好好 感感感感感感感感

２４．「ハートフルプラス+運動」への取組

●丁寧なお辞儀、手のひらでの指し示し、問い

合わせの復唱等の徹底

●コミュニケーションベースの確立

●お待たせしない店づくり

●好感度の高い店舗（清掃、美化等）

●好感度の高い会話力の習得

●事務・商品知識や説明力の向上

●ニーズを掴むための質問力のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

●情報サービスの向上

●ライフパートナーとしての相談相手

●ビジネスパートナーとしての相談相手

基本的基本的基本的基本的マナーマナーマナーマナーをををを定着定着定着定着させますさせますさせますさせます

基本的基本的基本的基本的マナーマナーマナーマナーをををを定着定着定着定着させますさせますさせますさせます

おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの期待期待期待期待にににに的確的確的確的確にににに応応応応えますえますえますえます

おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの期待期待期待期待にににに的確的確的確的確にににに応応応応えますえますえますえます

おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの期待以上期待以上期待以上期待以上ののののサービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供しますしますしますします

おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの期待以上期待以上期待以上期待以上ののののサービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供しますしますしますします

目

配

目

配

目

配

目

配

りりりり

気

配

気

配

気

配

気

配

りりりり

心

配

心

配

心

配

心

配

りりりり

「「「「「「「「さぎんさんさぎんさんさぎんさんさぎんさん」、「」、「」、「」、「佐賀銀行佐賀銀行佐賀銀行佐賀銀行さんさんさんさん」」」」ととととさぎんさんさぎんさんさぎんさんさぎんさん」、「」、「」、「」、「佐賀銀行佐賀銀行佐賀銀行佐賀銀行さんさんさんさん」」」」とととと

「「「「さんさんさんさん付付付付けけけけ」」」」でででで呼呼呼呼んでいただけるんでいただけるんでいただけるんでいただける銀行銀行銀行銀行「「「「さんさんさんさん付付付付けけけけ」」」」でででで呼呼呼呼んでいただけるんでいただけるんでいただけるんでいただける銀行銀行銀行銀行

＝＝＝＝

挨拶

笑顔

立ち迎え

立ち送り

服装

身だしなみ等

当行当行当行当行ががががＣＳ（ＣＳ（ＣＳ（ＣＳ（おおおお客客客客さまさまさまさま満足度満足度満足度満足度））））をををを高高高高めめめめ、、、、選選選選ばれるばれるばれるばれる銀行銀行銀行銀行になるためになるためになるためになるため当行当行当行当行ががががＣＳ（ＣＳ（ＣＳ（ＣＳ（おおおお客客客客さまさまさまさま満足度満足度満足度満足度））））をををを高高高高めめめめ、、、、選選選選ばれるばれるばれるばれる銀行銀行銀行銀行になるためになるためになるためになるため

にににに、、、、段階段階段階段階ごとにごとにごとにごとにＣＳＣＳＣＳＣＳ目標目標目標目標をををを定定定定めめめめ、、、、ステップアップステップアップステップアップステップアップさせていきますさせていきますさせていきますさせていきます。。。。にににに、、、、段階段階段階段階ごとにごとにごとにごとにＣＳＣＳＣＳＣＳ目標目標目標目標をををを定定定定めめめめ、、、、ステップアップステップアップステップアップステップアップさせていきますさせていきますさせていきますさせていきます。。。。

満満満満満満満満 足足足足足足足足

感感感感感感感感 動動動動動動動動

信頼信頼信頼信頼・・・・愛着愛着愛着愛着信頼信頼信頼信頼・・・・愛着愛着愛着愛着

●企業再生支援や創業支援への積極的な取組み

平成２４年度は、「個人のお客

さま、法人のお客さまに満足

いただいているか」を常に意

識し、「心から」あるいは「心を

こめて」、全行員が一丸となっ

て「目配り」「気配り」に取り組

み、「ハートフルプラス＋運動

」の具体的成果を確実に認識

できる年度にしていきます。
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２５．「お客さまアンケート」の実施（平成22年8月）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

従業員

事務の信頼性・迅速性

店頭での待ち時間

店舗・設備の快適性

商品・金融サービス

インターネットバンキング・

モバイルバンキング

店舗・ATMの利便性金利

手数料

情報提供

地域貢献活動

経営健全性

ブランドイメージ

佐賀・長崎 福岡 全体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

従業員

事務の信頼性・迅速性

商品・金融サービス

ファームバンキング・法人インター

ネットバンキング

借入希望に対する回答の速さ

借入条件

融資姿勢の一貫性・安定性手数料

店舗・ATMの利便性

情報提供

地域貢献活動

経営健全性

ブランド力

佐賀・長崎 福岡 全体

25.9%

21.3%

38.2%

25.6%

26.2%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2006年

2010年

とても不満 不満 やや不満 どちらとも言えない やや満足 満足 とても満足

15.5%

11.3%

39.1%

20.9%

38.9%

51.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2006年

2010年

とても不満 不満 やや不満 どちらとも言えない やや満足 満足 とても満足

１．個人のお客さま ２．法人のお客さま

①総合的な満足度

②個別満足度

①総合的な満足度

②個別満足度

満足層満足層満足層満足層＝＝＝＝７２７２７２７２．．．．３３３３％（％（％（％（前回調査前回調査前回調査前回調査＋＋＋＋５５５５．．．．４４４４％％％％ポイントポイントポイントポイント））））満足層満足層満足層満足層＝＝＝＝７２７２７２７２．．．．３３３３％（％（％（％（前回調査前回調査前回調査前回調査＋＋＋＋５５５５．．．．４４４４％％％％ポイントポイントポイントポイント）））） 満足層満足層満足層満足層＝＝＝＝８３８３８３８３．．．．７７７７％（％（％（％（前回調査前回調査前回調査前回調査＋＋＋＋２２２２．．．．９９９９％％％％ポイントポイントポイントポイント））））満足層満足層満足層満足層＝＝＝＝８３８３８３８３．．．．７７７７％（％（％（％（前回調査前回調査前回調査前回調査＋＋＋＋２２２２．．．．９９９９％％％％ポイントポイントポイントポイント））））
6.3%

7.1%

2.5%

5.8%

5.0%

3.7%

2.8%

11.6%
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２６．「お客さまアンケート」を踏まえた取組

商品商品商品商品・・・・金融金融金融金融サービスサービスサービスサービス

商品商品商品商品・・・・金融金融金融金融サービスサービスサービスサービス

インターネットバンキングインターネットバンキングインターネットバンキングインターネットバンキング

インターネットバンキングインターネットバンキングインターネットバンキングインターネットバンキング

情報提供情報提供情報提供情報提供

情報提供情報提供情報提供情報提供

店舗店舗店舗店舗・・・・ＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭのののの利便性利便性利便性利便性

店舗店舗店舗店舗・・・・ＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭのののの利便性利便性利便性利便性

手数料手数料手数料手数料

手数料手数料手数料手数料

※ポイント制による特典

☆☆は昨年IR以降の実施施策

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 実施・予定等

投信運用会社等による地区別「資産運用セミナー」の開催 平成23年2月

金融商品販売支援システムの導入 平成23年8月

お客さまの財務分析結果を提供するサービス 平成24年度中

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 実施・予定等

「さぎん法人インターネットバンキング」の機能拡充 平成22年11月

「さぎん法人外為ＩＢサービス」の取扱開始 平成23年5月

見やすいＨＰへのリニューアル 平成23年9月

インターネット投信の取扱開始 平成24年6月

操作性の向上やサービス機能の充実…H24年6月スマートフォン対応予定 随時検討、実施

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 実施・予定等

「さぎん貯まて箱（※）」のサービス内容の見直しとＰＲ強化 検討中

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 実施・予定等

コンビニ（セブン銀行）ＡＴＭのご利用時間の延長 平成23年11月

当行ＡＴＭの休日稼動店の拡大 平成24年5月

コンビニＡＴＭとの新たな提携 平成24年度中

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 実施・予定等

金融商品の取扱いを全店（東京支店を除く）に拡大 平成22年12月

投資信託と定期預金の組合せ商品「さぎん　がばいパック」の発売 平成23年1月

個人向けローン新商品「さぎんカードローン"Ｎｅｏｃａ"」の取扱開始 平成23年1月

当行ＡＴＭでのカードローンご利用限度額の増額手続き開始 平成23年6月

コンビニＡＴＭでのカードローンの取扱開始 平成23年10月

非対面型のカードローン「モビットＳａｂｉｏ 」の発売 平成24年2月
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Ⅳ 当 行 株 価

２７．当行株価と持ち合い解消等 ・・・４１
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1株純資産 株価純資産倍率 配当利回り

２７．当行株価と持ち合い解消等

１．この１年間の株価推移

２．金融機関の持ち合い解消等

３．当行の自己株式取得と消却

※各月の株価・指数は月中平均値を使用しております。

（１）相対株価推移
（２）当行１株当たり純資産・株価純資産倍率・配当利回り

0

円 ％

倍

H22年3月末現在の売却希望株数

H23年3月末現在の売却希望株数

H24年5月末現在の売却希望株数

5,384千株

1,337千株

646千株

取取取取 得得得得

取取取取 得得得得

消消消消 却却却却

消消消消 却却却却 H22年11月30日 2,000千株

H24年5月末現在保有の自己株式数 4,482千株

0

平成24年5月現在

１株当たり純資産 552.81円

株価純資産倍率 0.35倍

配当利回り 3.12％

H22年3月～6月 1,000 千株 260 百万円

H22年11月～H23年4月 2,000 千株 446 百万円

H24年2月14日～4月13日 948 千株 209 百万円

計 3,948 千株 915 百万円

※Ｈ23年3月の株価・指数を「100」とした各月の指数値を表示しております。

※各月の株価は月中平均値を使用しております。
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Ⅴ 今後特に取り組むこと

２８．今後特に取り組むこと ・・・４３
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２８．今後特に取り組むこと

福岡県内におけるリテール部門の営業基盤の飛躍的拡大

と知名度向上により、地元銀行としての認知度を高めてい

佐賀県内での預金、貸出金のシェア拡大を図り、揺るぎな

い営業基盤を築き上げます。

２．

１．ハートフルプラス＋運動を継続し、心からお客さまに向き合

う銀行づくりを行ないます。

３．

ダイレクトチャネルの活用に取り組み、収益の一つの柱とし

て育て上げる等、新しい収益機会の創造に努めます。

４．

従来から重点的に取り組んできている①ＣＳの飛躍的向上、

②収益力の強化（福岡地区での事業性貸出金の拡大、預か

り金融資産の販売力強化 等）に加え、

に特に取り組んでいく。

きます。
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（参考１）第１３次中期経営計画のテーマ

（参考２）第１３次中期経営計画の概要

・・・４５

・・・４６

以下参考

※計画の計数についてはＰ．１６をご参照ください。
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参考１ 第１３次中期経営計画のテーマ

★『ハートフルプラスハートフルプラスハートフルプラスハートフルプラス＋＋＋＋運動運動運動運動』の強化

★お客さまの喜び＝自らの喜び

★金融の円滑化等の要請に応える

★ES（従業員満足度）の向上

①①①①①①①①CS(CS(CS(CS(CS(CS(CS(CS(おおおお客客客客さまさまさまさま満足満足満足満足おおおお客客客客さまさまさまさま満足満足満足満足

度度度度））））のののの飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上度度度度））））のののの飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上飛躍的向上

②②②②収益力収益力収益力収益力のののの強化強化強化強化②②②②収益力収益力収益力収益力のののの強化強化強化強化

★福岡における事業性貸出金の拡大

★良質な消費者ローンの開発・推進

★預金の増強、預かり金融資産の販売力強化

★債券での運用強化（売買益でも収益確保）

★経費の圧縮

★営業チャネルの充実・多様化

③③③③おおおお客客客客さまさまさまさま、、、、株主株主株主株主のののの方方方方③③③③おおおお客客客客さまさまさまさま、、、、株主株主株主株主のののの方方方方

々々々々のののの安心感安心感安心感安心感のののの向上向上向上向上々々々々のののの安心感安心感安心感安心感のののの向上向上向上向上

★法令等遵守態勢の確立

★各種リスクの的確なコントロール

★自己資本比率、TierⅠ比率の漸増

→TierⅠ中の『真水』の増加

【【【【【【【【 平 成平 成平 成平 成 ２ ２２ ２２ ２２ ２ 年年年年 ４４４４ 月月月月 ～～～～ 平 成平 成平 成平 成 ２ ５２ ５２ ５２ ５ 年年年年 ３３３３ 月月月月 （（（（ ３３３３ 年 間年 間年 間年 間 ））））平 成平 成平 成平 成 ２ ２２ ２２ ２２ ２ 年年年年 ４４４４ 月月月月 ～～～～ 平 成平 成平 成平 成 ２ ５２ ５２ ５２ ５ 年年年年 ３３３３ 月月月月 （（（（ ３３３３ 年 間年 間年 間年 間 ）））） 】】】】】】】】

 

泥泥泥泥 く さ く て もく さ く て もく さ く て もく さ く て も 誠 実誠 実誠 実誠 実 にににに    

～「さぎんさん」、「佐賀銀行さん」と「さん付け」で呼んでいただける銀行をめざして～ 
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マネーアドバイザー制度の拡大

本部支援態勢の強化

研修・土休セミナー等の強化

参考２ 第１３次中期経営計画の概要

預預預預りりりり金融資産金融資産金融資産金融資産のののの販売力販売力販売力販売力のののの強化強化強化強化

預預預預りりりり金融資産金融資産金融資産金融資産のののの販売力販売力販売力販売力のののの強化強化強化強化預預預預りりりり金融資産金融資産金融資産金融資産のののの販売力販売力販売力販売力のののの強化強化強化強化

営業店支援態勢の強化

基幹店舗の営業力強化

法人メイン化の推進

事業先総合取引事業先総合取引事業先総合取引事業先総合取引のののの更更更更なるなるなるなる強化強化強化強化

事業先総合取引事業先総合取引事業先総合取引事業先総合取引のののの更更更更なるなるなるなる強化強化強化強化事業先総合取引事業先総合取引事業先総合取引事業先総合取引のののの更更更更なるなるなるなる強化強化強化強化

給振・年金口座の獲得

メイン化率の向上

EB推進体制の整備

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ﾓﾊﾞｲﾙﾊﾞﾝｷﾝｸﾞの機能拡充

研修・土休セミナー等の強化

ポートフォリオの最適化

機動的な売買による収益確保

信用リスクに応じた決裁権限の弾力的運用

経営改善支援態勢の強化

新型カードローン等の開発

非対面チャネルの充実

マイホームセンターの機能拡充

生涯メイン口座の獲得

C SC SC SC S （（（（ おおおお 客客客客 さ まさ まさ まさ ま 満 足 度満 足 度満 足 度満 足 度 ）））） 向 上向 上向 上向 上 へ のへ のへ のへ の 取 組取 組取 組取 組 みみみみ →→→→ 『『『『 ハ ー ト フ ル プ ラ スハ ー ト フ ル プ ラ スハ ー ト フ ル プ ラ スハ ー ト フ ル プ ラ ス ＋＋＋＋ 運 動運 動運 動運 動 』』』』 のののの 展 開展 開展 開展 開

（経営資源の適正配分）

店舗施策人材の活用

【佐賀・長崎】

『『『『『『『『盤石盤石盤石盤石なるなるなるなる経営基盤経営基盤経営基盤経営基盤のののの確立確立確立確立盤石盤石盤石盤石なるなるなるなる経営基盤経営基盤経営基盤経営基盤のののの確立確立確立確立』』』』』』』』

■シェアの維持・拡大

■地域密着の深化

【福 岡】

『『『『『『『『さらなるさらなるさらなるさらなる成長成長成長成長とととと収益力収益力収益力収益力のののの追求追求追求追求さらなるさらなるさらなるさらなる成長成長成長成長とととと収益力収益力収益力収益力のののの追求追求追求追求』』』』』』』』

■ボリュームアップ

■シェアアップ

■確固たる営業基盤

収益力収益力収益力収益力のののの強化強化強化強化

個人個人個人個人ローンローンローンローンのののの増強増強増強増強

個人個人個人個人ローンローンローンローンのののの増強増強増強増強個人個人個人個人ローンローンローンローンのののの増強増強増強増強

個人預金個人預金個人預金個人預金のののの増強増強増強増強

個人預金個人預金個人預金個人預金のののの増強増強増強増強個人預金個人預金個人預金個人預金のののの増強増強増強増強

内国為替手数料内国為替手数料内国為替手数料内国為替手数料のののの反転反転反転反転へのへのへのへの取組強化取組強化取組強化取組強化

内国為替手数料内国為替手数料内国為替手数料内国為替手数料のののの反転反転反転反転へのへのへのへの取組強化取組強化取組強化取組強化内国為替手数料内国為替手数料内国為替手数料内国為替手数料のののの反転反転反転反転へのへのへのへの取組強化取組強化取組強化取組強化

有価証券有価証券有価証券有価証券のののの運用強化運用強化運用強化運用強化

有価証券有価証券有価証券有価証券のののの運用強化運用強化運用強化運用強化有価証券有価証券有価証券有価証券のののの運用強化運用強化運用強化運用強化
信用信用信用信用コストコストコストコストのののの予防管理予防管理予防管理予防管理のののの強化強化強化強化

信用信用信用信用コストコストコストコストのののの予防管理予防管理予防管理予防管理のののの強化強化強化強化信用信用信用信用コストコストコストコストのののの予防管理予防管理予防管理予防管理のののの強化強化強化強化
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本資料に記載された将来の予測等は資料作成時点の当行の判断であり、将来

の業績等を保証するものではありません。今後、経営環境の変化などにより、

変更される可能性があることにご留意ください。また、本資料は当行の財務状

況および今後の経営ビジョンに関する情報の提供を目的としたものであり、取引

の勧誘を目的としたものではありません。

【お問い合わせ先】

株式会社 佐賀銀行

総合企画部

担当 山崎、大串

ＴＥＬ ０９５２－２５－４５５３


